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(57)【要約】
【課題】  畜肉を原料とした加工食品の食感に類似した食感を有する食肉様加工食品を提供する。
【解決手段】  メチルセルロース、カードラン、澱粉、及びファイバーからなる組成物に植物油脂を加え 
、分散させ、さらに１３℃以下の水を加え、ミキサーを用いて撹拌し、乳化物を作製する。水戻しした粒 
状植物性たん白に任意の調味料をまぶし、前記乳化物を加えて混合し、ハンバーグ様に成形する。成形後 
、１０℃以下の環境に静置し、冷却することで、粒状植物性たん白の結着性を高めて型崩れを防止する。 
その後、加熱調理により、畜肉を原料とした加工食品の食感に類似した食感を有し、かつ動物性の原料が 
不使用である、食肉様加工食品が得られる。
【選択図】  なし

審査請求　未請求　請求項の数　9　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ー ド ラ ン 、 澱 粉 、 フ ァ イ バ ー 、 植 物 油 脂 、 及  
び １ ３ ℃ 以 下 の 水 か ら な る 乳 化 物 を 混 合 す る こ と に よ り 得 ら れ 、 動 物 性 原 料 不 使 用 で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 食 肉 様 加 工 食 品 。
【 請 求 項 ２ 】
澱 粉 が 馬 鈴 薯 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 ワ キ シ ー 種 ト ウ モ ロ コ シ 澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 油 脂 加  
工 タ ピ オ カ 澱 粉 の 中 か ら 選 ば れ る １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 食 肉 様 加 工  
食 品 。
【 請 求 項 ３ 】
フ ァ イ バ ー の 原 料 が 柑 橘 類 で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 食 肉 様 加 工 食 品 。
【 請 求 項 ４ 】
メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ー ド ラ ン 、 澱 粉 、 フ ァ イ バ ー か ら な る 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 で あ  
っ て 、 改 良 剤 を 植 物 油 脂 に 分 散 さ せ 、 分 散 液 を １ ３ ℃ 以 下 の 水 に 加 え て 分 散 さ せ る こ と に  
よ り 得 ら れ る 乳 化 物 を 、 粒 状 植 物 性 た ん 白 と 混 合 す る こ と に よ り 、 動 物 性 原 料 不 使 用 で あ  
る 食 肉 様 加 工 食 品 を 製 造 す る こ と が で き る 改 良 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
澱 粉 が 馬 鈴 薯 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 ワ キ シ ー 種 ト ウ モ ロ コ シ 澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 油 脂 加  
工 タ ピ オ カ 澱 粉 の 中 か ら 選 ば れ る １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 食 肉 様 加 工  
食 品 用 改 良 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
フ ァ イ バ ー の 原 料 が 柑 橘 類 で あ る 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ー ド ラ ン 、 澱 粉 、 フ ァ イ バ ー 、 植 物 油 脂 、 １  
３ ℃ 以 下 の 水 か ら な る 乳 化 物 を 混 合 す る 、 動 物 性 原 料 不 使 用 で あ る こ と を 特 徴 と す る 食 肉  
様 加 工 食 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
澱 粉 が 馬 鈴 薯 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 ワ キ シ ー 種 ト ウ モ ロ コ シ 澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 油 脂 加  
工 タ ピ オ カ 澱 粉 の 中 か ら 選 ば れ る １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 食 肉 様 加 工  
食 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
フ ァ イ バ ー の 原 料 が 柑 橘 類 で あ る 、 請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 食 肉 様 加 工 食 品 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 食 肉 様 加 工 食 品 、 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 及 び 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
将 来 的 な 畜 肉 の 供 給 不 安 や 、 ヴ ィ ー ガ ン の 考 え 方 に 基 づ い た 食 事 の 普 及 を 背 景 に 、 畜 肉 の  
代 替 品 と し て 、 植 物 性 た ん 白 を 主 原 料 と し 、 食 肉 様 の 食 感 を 再 現 し た 加 工 品 が 注 目 さ れ て  
い る 。 一 般 的 に 原 料 と し て 用 い ら れ る 植 物 性 た ん 白 は 、 大 豆 た ん 白 や エ ン ド ウ 豆 た ん 白 が  
主 流 と な っ て い る 。 こ れ ら の 植 物 性 た ん 白 を 原 料 に 、 食 感 や 風 味 を 畜 肉 加 工 食 品 に 似 せ た  
、 ハ ン バ ー グ 、 ハ ム 、 ソ ー セ ー ジ 、 ミ ー ト ボ ー ル 等 の 製 品 が 生 産 さ れ て い る 。 例 と し て 、  
特 許 文 献 １ に は 、 蒟 蒻 粉 、 お か ら 、 大 豆 た ん 白 を 主 原 料 と し た 、 畜 肉 の 代 替 品 の 製 造 方 法  
が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 増 粘 剤 、 食 用 油 、 水 を 含 み 、 ゲ ル 化 さ れ て い る  
ベ ジ ミ ー ト 用 組 成 物 が 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 技 術 に よ り 得 ら れ る 畜 肉 代 替 品 は 、 硬 さ や  
弾 力 は 畜 肉 加 工 食 品 に 類 似 し て い る が 、 畜 肉 加 工 食 品 を 食 し た 際 の 肉 汁 が 染 み 出 す よ う な  
ジ ュ ー シ ー 感 が 不 足 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ３ ０ １ ０ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － ０ １ ３ ３ ５ ６
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 畜 肉 加 工 食 品 と 類 似 し た 食 感 を 有 す る 食 肉 様 加 工 食 品 を 得 る こ と を 課 題 と す る  
も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 を 行 っ た 結 果 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ー ド ラ ン 、 澱 粉  
、 及 び フ ァ イ バ ー を 植 物 油 脂 に 分 散 さ せ 、 分 散 液 を さ ら に １ ３ ℃ 以 下 の 水 に 加 え て 分 散 さ  
せ る こ と に よ り 得 ら れ る 乳 化 物 を 、 水 戻 し し た 粒 状 植 物 性 た ん 白 と 混 合 す る こ と に よ り 、  
本 発 明 の 課 題 が 解 決 さ れ る こ と を 見 い だ し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 本 願 の 第 １ の 発 明 は 、 粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ー ド ラ ン 、  
澱 粉 、 フ ァ イ バ ー 、 植 物 油 脂 、 及 び １ ３ ℃ 以 下 の 水 か ら な る 乳 化 物 を 混 合 す る こ と に よ り  
得 ら れ る 、 動 物 性 原 料 不 使 用 で あ る こ と を 特 徴 と す る 食 肉 様 加 工 食 品 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お け る 澱 粉 が 馬 鈴 薯 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 ワ キ シ ー 種 ト ウ モ ロ コ  
シ 澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 油 脂 加 工 タ ピ オ カ 澱 粉 の 中 か ら 選 ば れ る １ 種 又 は ２ 種 以 上 で  
あ る こ と を 特 長 と す る 食 肉 様 加 工 食 品 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ３ の 発 明 は 、 第 １ 又 は ２ の 発 明 に お け る フ ァ イ バ ー の 原 料 が 柑 橘 類 で あ る こ と を 特 長 と  
す る 食 肉 様 加 工 食 品 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ４ の 発 明 は 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ー ド ラ ン 、 澱 粉 、 フ ァ イ バ ー か ら な る 食 肉 様 加 工 食  
品 用 改 良 剤 で あ っ て 、 改 良 剤 を 植 物 油 脂 に 分 散 さ せ 、 分 散 液 を さ ら に １ ３ ℃ 以 下 の 水 に 加  
え て 分 散 さ せ る こ と に よ り 得 ら れ る 乳 化 物 を 、 粒 状 植 物 性 た ん 白 と 混 合 す る こ と に よ り 、  
動 物 性 原 料 不 使 用 で あ る 食 肉 様 加 工 食 品 を 製 造 す る こ と が で き る 改 良 剤 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ５ の 発 明 は 第 ４ の 発 明 に お け る 澱 粉 が 馬 鈴 薯 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 ワ キ シ ー 種 ト ウ モ ロ コ シ  
澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 油 脂 加 工 タ ピ オ カ 澱 粉 の 中 か ら 選 ば れ る １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ  
る こ と を 特 長 と す る 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ６ の 発 明 は 、 第 ４ 又 は ５ の 発 明 に お け る フ ァ イ バ ー の 原 料 が 柑 橘 類 で あ る こ と を 特 徴 と  
す る 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ７ の 発 明 は 、 粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ー ド ラ ン 、 澱 粉 、 フ ァ イ バ ー  
、 植 物 油 脂 、 １ ３ ℃ 以 下 の 水 か ら な る 乳 化 物 を 混 合 す る 、 動 物 性 原 料 不 使 用 で あ る こ と を  
特 徴 と す る 食 肉 様 加 工 食 品 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ８ の 発 明 は 、 第 ７ の 発 明 に お け る 澱 粉 が 馬 鈴 薯 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 ワ キ シ ー 種 ト ウ モ ロ コ  
シ 澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 油 脂 加 工 タ ピ オ カ 澱 粉 の 中 か ら 選 ば れ る １ 種 又 は ２ 種 以 上 で  
あ る こ と を 特 長 と す る 食 肉 様 加 工 食 品 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ９ の 発 明 は 、 第 ７ 又 は ８ の 発 明 に お け る フ ァ イ バ ー の 原 料 が 柑 橘 類 で あ る こ と を 特 徴 と  
す る 食 肉 様 加 工 食 品 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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本 発 明 に よ れ ば 、 畜 肉 加 工 食 品 に 類 似 し た 食 感 を 有 し た 食 肉 様 加 工 食 品 を 得 る こ と が で き  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 で い う 、 食 肉 様 加 工 食 品 と は 、 畜 肉 を 主 原 料 と す る 加 工 食 品 の 食 感 を 再 現 し た 、 疑  
似 肉 、 代 替 肉 、 プ ラ ン ト ベ ー ス ミ ー ト 、 ベ ジ ミ ー ト 、 フ ェ イ ク ミ ー ト 等 と 表 現 さ れ る も の  
で あ る 。 具 体 的 な 加 工 食 品 の 形 態 と し て は 、 ハ ン バ ー グ 、 ハ ム 、 ソ ー セ ー ジ 、 ミ ー ト ボ ー  
ル 、 ナ ゲ ッ ト 、 メ ン チ カ ツ 、 成 形 肉 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 そ れ ら の 加 工 食 品 は 、 焼 く 、  
蒸 す 、 揚 げ る 等 、 調 理 方 法 は 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 で 用 い る 植 物 性 た ん 白 は 、 粒 状 に 加 工 さ れ た も の で あ る 。 本 発 明 に よ る と 、 粒 状 植  
物 性 た ん 白 は 畜 肉 を 主 原 料 と し た 加 工 食 品 に 類 似 し た 食 感 を 有 し 、 か つ 任 意 の 形 状 へ 成 形  
が 容 易 と な る 。 粒 状 植 物 性 た ん 白 の 原 料 と し て は 大 豆 又 は エ ン ド ウ 豆 が 望 ま し い 。 ま た 、  
粒 状 植 物 性 た ん 白 は 本 発 明 に よ る 乳 化 物 と 混 合 す る 前 に 水 戻 し を 行 う 。 水 戻 し の 手 順 は 、  
粒 状 植 物 性 た ん 白 を 常 温 の 水 に 浸 漬 し 、 ３ ０ 分 間 以 上 常 温 環 境 下 に 静 置 す る 。 そ の 後 、 浸  
漬 前 の 粒 状 植 物 性 た ん 白 の 重 量 に 対 し 、 望 ま し く は ２ ． ２ ～ ２ ． ８ 倍 の 重 量 に な る よ う に  
、 水 分 を 絞 り 、 乳 化 物 と の 混 合 に 用 い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に お い て 、 粒 状 植 物 性 た ん 白 の 結 着 力 を 高 め 、 食 肉 様 加 工 食 品 の 粘 弾 性 を 調 整 す る  
目 的 で 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス を 用 い る 。 粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 乳 化 物 の 組 成 物 と し て 混 合 す  
る メ チ ル セ ル ロ ー ス の 添 加 量 は 、 水 戻 し を す る 前 の 粒 状 植 物 性 た ん 白 １ ０ ０ 重 量 ％ に 対 し  
、 望 ま し く は １ ～ ３ 重 量 ％ で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 に 含 ま れ る メ  
チ ル セ ル ロ ー ス は 、 望 ま し く は ３ ～ ２ ０ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に お い て 、 食 肉 様 加 工 食 品 の 粘 弾 性 を 調 整 す る 目 的 で 、 カ ー ド ラ ン を 用 い る 。 粒 状  
植 物 性 た ん 白 に 、 乳 化 物 の 組 成 物 と し て 混 合 す る カ ー ド ラ ン の 添 加 量 は 、 水 戻 し を す る 前  
の 粒 状 植 物 性 た ん 白 １ ０ ０ 重 量 ％ に 対 し 、 望 ま し く は ３ ～ ４ ． ５ 重 量 ％ で あ る 。 ま た 、 本  
発 明 の 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 に 含 ま れ る カ ー ド ラ ン は 、 望 ま し く は １ ２ ～ ３ ５ 重 量 ％ で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に お い て 、 食 肉 様 加 工 食 品 を 冷 凍 し た 際 の 離 水 抑 制 、 及 び 畜 肉 加 工 食 品 に 類 似 し た  
ジ ュ ー シ ー 感 、 食 感 の 弾 力 を 再 現 す る 目 的 で 、 澱 粉 を 用 い る 。 澱 粉 の 原 料 と し て は 、 ト ウ  
モ ロ コ シ 、 小 麦 、 米 等 の 穀 類 、 馬 鈴 薯 、 甘 藷 、 キ ャ ッ サ バ 等 の 芋 類 、 緑 豆 、 エ ン ド ウ 豆 等  
の 豆 類 、 サ ゴ 、 葛 等 の 根 、 幹 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
澱 粉 は 加 工 処 理 さ れ た も の も 使 用 で き る 。 加 工 澱 粉 の 種 類 と し て は 、 ア セ チ ル 化 ア ジ ピ ン  
酸 架 橋 澱 粉 、 ア セ チ ル 化 リ ン 酸 架 橋 澱 粉 、 ア セ チ ル 化 酸 化 澱 粉 、 酢 酸 澱 粉 、 酸 化 澱 粉 、 ヒ  
ド ロ キ シ プ ロ ピ ル 澱 粉 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル リ ン 酸 架 橋 澱 粉 、 リ ン 酸 モ ノ エ ス テ ル 化 リ ン  
酸 架 橋 澱 粉 、 リ ン 酸 化 澱 粉 、 リ ン 酸 架 橋 澱 粉 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 澱 粉 に 油 脂 を 付 着 さ  
せ る 油 脂 加 工 処 理 を 行 っ た 澱 粉 も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
澱 粉 の 原 料 及 び 加 工 処 理 の 種 類 は 制 限 さ れ な い が 、 馬 鈴 薯 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 ワ キ シ ー 種 ト  
ウ モ ロ コ シ 澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 油 脂 加 工 タ ピ オ カ 澱 粉 の 中 か ら 選 ば れ る １ 種 又 は ２  
種 以 上 を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。 粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 乳 化 物 の 組 成 物 と し て 混 合 す る  
澱 粉 の 添 加 量 は 、 水 戻 し を す る 前 の 粒 状 植 物 性 た ん 白 １ ０ ０ 重 量 ％ に 対 し 、 望 ま し く は ２  
～ １ ５ 重 量 ％ で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 に 含 ま れ る 馬 鈴 薯 澱 粉 は 、  
望 ま し く は １ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に お い て 、 食 肉 様 加 工 食 品 に 畜 肉 加 工 食 品 と 類 似 し た ジ ュ ー シ ー 感 、 食 感 の 弾 力 を  
付 与 す る 目 的 で 、 フ ァ イ バ ー を 用 い る 。 フ ァ イ バ ー の 原 料 は 望 ま し く は 柑 橘 類 で あ り 、 さ  



10

20

30

40

50

JP 2023-98429 A 2023.7.10(5)

ら に 望 ま し く は オ レ ン ジ 又 は レ モ ン で あ る 。 粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 乳 化 物 の 組 成 物 と し て  
混 合 す る フ ァ イ バ ー の 添 加 量 は 、 水 戻 し を す る 前 の 粒 状 植 物 性 た ん 白 １ ０ ０ 重 量 ％ に 対 し  
、 望 ま し く は ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ４ 重 量 ％ で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 食 肉 様 加 工 食 品 用 改 良 剤 に  
含 ま れ る フ ァ イ バ ー は 、 望 ま し く は ０ ． １ ～ ２ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 に 用 い る 植 物 油 脂 は 、 常 温 で 液 体 の 状 態 で あ る 。 原 料 の 例 と し て 、 菜 種 、 大 豆 、 ト  
ウ モ ロ コ シ 、 ひ ま わ り 、 ご ま 、 サ フ ラ ワ ー 、 米 等 が 挙 げ ら れ る 。 粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 乳  
化 物 の 組 成 物 と し て 混 合 す る 植 物 油 脂 の 添 加 量 は 、 水 戻 し を す る 前 の 粒 状 植 物 性 た ん 白 １  
０ ０ 重 量 ％ に 対 し 、 望 ま し く は ３ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 に よ る 食 肉 様 加 工 食 品 に は 、 動 物 性 原 料 は 不 使 用 で あ る 。 食 肉 様 加 工 食 品 の 普 及 の  
背 景 に は 、 ヴ ィ ー ガ ン ・ 菜 食 主 義 等 の 個 人 の ラ イ フ ス タ イ ル 、 畜 肉 原 料 の 供 給 不 安 、 個 人  
の 健 康 意 識 、 環 境 保 護 等 、 多 様 な 理 由 に よ り 、 畜 肉 の 代 替 品 と し て 受 け 入 れ ら れ た 経 緯 が  
あ る 。 本 発 明 の 動 物 性 原 料 不 使 用 の 食 肉 様 加 工 食 品 は 、 そ れ ら の 背 景 に 最 も 適 し た も の と  
し て 発 明 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に よ る 食 肉 様 加 工 食 品 に は 、 動 物 性 原 料 を 除 き 、 一 般 的 な 畜 肉 加 工 食 品 に 使 用 さ れ  
る 野 菜 、 調 味 料 、 香 辛 料 、 パ ン 粉 、 小 麦 粉 、 澱 粉 、 粉 末 状 植 物 性 た ん 白 、 植 物 油 脂 、 食 物  
繊 維 等 は 制 限 さ れ ず 、 任 意 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 に よ る 食 肉 様 加 工 食 品 の 製 造 手 順 の 一 例 を 以 下 に 示 す 。 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 澱 粉 、  
及 び フ ァ イ バ ー を 混 合 し た 組 成 物 に 植 物 油 脂 を 加 え 、 ダ マ が 無 く な る ま で 分 散 さ せ る 。 さ  
ら に １ ３ ℃ 以 下 の 水 を 加 え 、 ホ モ ミ キ サ ー を 用 い て 、 乳 化 物 を 調 製 す る 。 植 物 油 脂 、 組 成  
物 、 水 の 比 率 は 、 望 ま し く は １ ： ０ ． ５ ～ ０ ． ７ ： ３ ～ ４ で あ る 。 ま た 、 温 度 は ６ ０ ℃ 以  
下 を 保 つ 必 要 が あ る 。 前 記 乳 化 物 を 、 水 戻 し を す る 前 の 粒 状 植 物 性 た ん 白 １ ０ ０ 重 量 ％ に  
対 し 、 望 ま し く は １ ７ ０ ～ １ ９ ０ 重 量 ％ を 混 合 し 、 任 意 の 形 状 に 成 形 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る た め に 実 施 例 を 挙 げ る が 、 本 発 明 は 以 下 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る  
も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
表 １ に 示 す 配 合 で 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ー ド ラ ン 、 馬 鈴 薯 澱 粉 、 油 脂 加 工 タ ピ オ カ 澱 粉  
、 小 麦 澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 ワ キ シ ー 種 と う も ろ こ し 澱 粉 、 リ ン 酸 架 橋 小 麦 澱 粉 、 オ  
レ ン ジ フ ァ イ バ ー 、 レ モ ン フ ァ イ バ ー 、 オ ー ツ 麦 フ ァ イ バ ー 、 小 麦 フ ァ イ バ ー 、 ア ッ プ ル  
フ ァ イ バ ー を 混 合 し た 組 成 物 に 、 菜 種 油 を 加 え 、 ダ マ が 無 く な る ま で 十 分 に 分 散 さ せ た 。  
さ ら に １ ３ ℃ 以 下 の 水 を 加 え 、 ホ モ ミ キ サ ー を 用 い て ４ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 速 度 で ２ 分 ３  
０ 秒 撹 拌 し て 乳 化 物 １ ～ １ ２ を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 例 １ 、 比 較 例 １ ， ２
表 ２ に 示 す 配 合 で 、 水 戻 し し た 粒 状 植 物 性 た ん 白 に 、 粉 末 状 小 麦 た ん 白 、 食 塩 、 胡 椒 、 ナ  
ツ メ グ 、 酵 母 エ キ ス 、 ガ ー リ ッ ク パ ウ ダ ー 、 玉 ね ぎ 、 ラ ー ド 風 味 植 物 油 脂 を 加 え て 混 合 し  
、 さ ら に 前 記 乳 化 物 を 加 え て 混 合 し た 。 混 合 物 を ハ ン バ ー グ 様 に 成 形 し 、 １ ０ ℃ の 環 境 に  
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３ ０ 分 静 置 し た 。 そ の 後 、 ハ ン バ ー グ 様 食 品 を １ ８ ０ ℃ で 両 面 を １ ０ 分 加 熱 し た 。 加 熱 後  
の ハ ン バ ー グ 様 食 品 は ― ２ ０ ℃ で 冷 凍 し て 保 管 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ ３ 】
冷 凍 し た ハ ン バ ー グ 様 食 品 は 、 電 子 レ ン ジ を 用 い て ６ ０ ０ Ｗ で ２ 分 間 加 熱 し 、 中 心 温 度 が  
４ ０ ℃ に な る ま で 放 熱 し た も の を 試 食 し 、 評 価 を し た 。 評 価 は １ ０ 人 の パ ネ ラ ー に よ り 、  
各 評 価 項 目 を ５ 段 階 で 評 価 し 、 平 均 点 を 求 め た （ 表 ３ ） 。 結 着 力 は 、 焼 成 後 に 粒 状 大 豆 た  
ん 白 同 士 が 崩 れ ず に 結 着 し て い る か 評 価 し た も の で あ り 、 通 常 の 畜 肉 製 品 で あ る ハ ン バ ー  
グ の 物 性 と 同 等 で あ る も の を ５ 点 と し 、 ３ 点 を 下 回 る も の は 粒 状 大 豆 た ん 白 同 士 の 結 着 力  
が 弱 く 、 崩 れ や す い 。 弾 力 は 、 焼 成 後 の 粒 状 大 豆 た ん 白 の 食 感 を 評 価 し た も の で あ り 、 通  
常 の ハ ン バ ー グ の 物 性 と 同 等 で あ る も の を ５ 点 と し 、 ３ 点 を 下 回 る も の は 歯 応 え が 弱 く 、  
通 常 の ハ ン バ ー グ と は 異 な る 物 性 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 ３ 】

【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 に 従 い 調 製 さ れ た 配 合 で 製 造 さ れ た ハ ン バ ー グ 様 食 品 は 、 通 常 の ハ ン バ ー グ と 同 等  
の 物 性 が 得 ら れ た （ 実 施 例 １ ） 。 メ チ ル セ ル ロ ー ス 及 び カ ー ド ラ ン の い ず れ か 一 種 の 使 用  
で は 、 畜 肉 食 品 様 の 食 感 を 得 る こ と は で き な か っ た （ 比 較 例 １ ， ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
実 施 例 ２ ～ ６
表 ４ に 示 す 配 合 に 従 い 、 前 記 実 施 例 と 同 様 の 手 法 で ハ ン バ ー グ 様 食 品 を 作 製 し 、 冷 凍 し た  
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 表 ４ 】

【 ０ ０ ３ ８ 】
冷 凍 し た ハ ン バ ー グ 様 食 品 を 、 前 記 実 施 例 と 同 様 に 電 子 レ ン ジ を 用 い て 解 凍 し 、 評 価 を し  
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た （ 表 ５ ） 。 評 価 項 目 は 肉 汁 感 と 食 感 の ２ 項 目 で 、 肉 汁 感 は 咀 嚼 時 の 水 分 と 油 分 の 染 み 出  
し が 通 常 の ハ ン バ ー グ と 同 等 で あ る か 評 価 し た も の で あ り 、 通 常 の ハ ン バ ー グ と 同 等 で あ  
る も の を ５ 点 と し 、 ３ 点 を 下 回 る も の は 十 分 な 水 分 と 油 分 の 染 み 出 し が な い 。 食 感 は 、 通  
常 の ハ ン バ ー グ と 同 様 の 弾 力 又 は 歯 切 れ 感 を 持 つ か 評 価 し た も の で あ り 、 通 常 の ハ ン バ ー  
グ と 同 等 で あ る も の を ５ 点 と し 、 ３ 点 を 下 回 る も の は 食 感 が 硬 く 、 通 常 の ハ ン バ ー グ と は  
異 な る 食 感 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ５ 】

【 ０ ０ ４ ０ 】
馬 鈴 薯 澱 粉 、 油 脂 加 工 タ ピ オ カ 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 酢 酸 タ ピ オ カ 澱 粉 、 及 び ワ キ シ ー 種 と う  
も ろ こ し 澱 粉 の い ず れ か 一 種 を 使 用 す る と 、 肉 汁 感 及 び 食 感 の 向 上 が 得 ら れ た （ 実 施 例 ２  
～ ６ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
実 施 例 ７ ～ １ ０
表 ６ に 示 す 配 合 に 従 い 、 前 記 実 施 例 と 同 様 の 手 法 で ハ ン バ ー グ 様 食 品 を 作 製 し 、 冷 凍 し た  
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 表 ６ 】

【 ０ ０ ４ ３ 】
冷 凍 し た ハ ン バ ー グ 様 食 品 を 、 前 記 実 施 例 と 同 様 に 電 子 レ ン ジ を 用 い て 解 凍 し 、 評 価 を し  
た （ 表 ７ ） 。 評 価 項 目 は 肉 汁 感 と 食 感 の ２ 項 目 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 表 ７ 】

【 ０ ０ ４ ５ 】
オ レ ン ジ フ ァ イ バ ー の 代 替 と し て 、 レ モ ン フ ァ イ バ ー 、 オ ー ツ 麦 フ ァ イ バ ー 、 小 麦 フ ァ イ  
バ ー 及 び ア ッ プ ル フ ァ イ バ ー の い ず れ か 一 種 を 使 用 す る と 、 通 常 の ハ ン バ ー グ に 近 い 肉 汁  
感 及 び 食 感 を 得 ら れ た 。 特 に レ モ ン フ ァ イ バ ー は オ レ ン ジ フ ァ イ バ ー を 使 用 し た 実 施 例 １  
と 遜 色 な い 効 果 が 得 ら れ た （ 実 施 例 ７ ～ １ ０ ） 。
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